
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｓ

主
な
注
目
記
事

６ 不動産再生の現場

７ 事業用家賃保証の近況

 進化が止まらないＡＩ活用

東
京
・
西
新
橋
で
開
発
中
の
オ
フ

ス
ビ
ル

名
称
は﹁
虎
ノ
門
安
田
ビ
ル
﹂に

﹁
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｉ
多
賀
城
開
発
事
業
﹂本
格
始
動


・
４
万
㎡
の
大
学
跡
地
に﹁
医
・
職
・
住
﹂を
備
え
た
街
を
開
発

資
産
規
模
９
１
９
億
円
１
都
３
県
の
２
２
０
０
戸
超

日
本
初
の
戸
建
て
賃
貸
リ

ト
ケ
ネ
デ

ク
ス
が
上
場
へ

不動産事業者が「未流通ア
セット」に関する取り組み
を発表。昨年月に横浜市
内の飲食店ビルを改装した

不動産市況の変化が続く中
で、家賃保証の内容を拡充
させる企業が増加。最新の
家賃保証の動きに迫った。

さまざまな場面でＡＩを活
用する例が増
加。不動産業
界でも採用を
強化している

（） 第号
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▼「ＡＳＭＡＣＩ多賀城開発事業」の街区エントランスイメージ

◀
商
業
施
設
の
イ
メ

ジ

◀
整
備
は
官
民
連
携
で
進
め
る

　
安
田
不
動
産
︵
東
京
都
千
代
田
区
︶
は

東

京
都
港
区
で
開
発
中
の
オ
フ

ス
ビ
ル
の
名
称

を
﹁
虎
ノ
門
安
田
ビ
ル
﹂
に
決
定
し
た

竣
工

は
２
０
２
８
年
６
月
を
予
定
し
て
い
る


▶
新
橋
と
虎
ノ
門
を
つ
な
ぐ
エ
リ
ア
に
位
置

◀
ラ
ウ
ン
ジ
も
整
備
す
る

◀
コ
レ

ト
の
イ
メ

ジ
︵
Ｈ
Ｐ
よ
り
︶

　
﹁
虎
ノ
門
安
田
ビ
ル
﹂

は
東
京
都
港
区
西
新
橋
２

丁
目
の
烏
森
通
り
に
面

し

Ｊ
Ｒ
﹁
新
橋
﹂
駅


東
京
メ
ト
ロ
﹁
虎
ノ
門
﹂

駅
同﹁
虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
﹂

駅

同
﹁
霞
ケ
関
﹂
駅


都
営
地
下
鉄
﹁
内
幸
町
﹂

駅
が
い
ず
れ
も
徒
歩

分

圏
内

新
橋
エ
リ
ア
と
虎

ノ
門
エ
リ
ア
を
つ
な
ぐ
ビ

ジ
ネ
ス
拠
点
と
し
て
の
ポ

テ
ン
シ

ル
を
備
え
た
エ

リ
ア
に
位
置
し
て
い
る


　
建
物
は
敷
地
面
積
１
５

９
１
・

㎡

延
床
面
積

１
万
１
９
３
３
・

㎡


鉄
骨
造
︵
一
部
鉄
骨
鉄
筋

コ
ン
ク
リ

ト
造
︶
地
上


階
地
下
１
階

機
械
式

駐
車
場

台
分
と
２
台
分

の
荷
さ
ば
き
ス
ペ

ス
も

設
け
る


　
２


階
に
は
総
貸
室

面
積
約
２
４
０
０
坪

基

準
階
貸
室
面
積
約
２
１
０

坪
の
高
機
能
オ
フ

ス
を

整
備
す
る

Ｏ
Ａ
フ
ロ
ア

な
が
ら
基
準
階
床
荷
重
は

５
０
０
㎏
／
㎡
を
確
保

し

フ
ロ
ア
内
に
は
床
荷

重
１
０
０
０
㎏
／
㎡
の
ヘ

ビ

デ


テ


ゾ


ン
も
設
け
る


　
１
階
に
は
商
業
区
画
を

２
区
画
用
意
し

烏
森
通

り
の
さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い

と
交
流
の
創
出
に
寄
与
す

る

ま
た

多
様
で
柔
軟

な
働
き
方
を
支
え
る
テ
ナ

ン
ト
専
用
ラ
ウ
ン
ジ
も
整

備
す
る


　
環
境
性
能
と
ウ

ル
ビ


イ
ン
グ
も
両
立

環
境

対
策
と
し
て
は
事
務
所
部

分
で
﹁
Ｚ
Ｅ
Ｂ
　
Ｏ
ｒ
ｉ

ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｄ
﹂
認
証

建

物
全
体
で
﹁
Ｄ
Ｂ
Ｊ
　
Ｇ

ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
　
Ｂ
ｕ
ｉ
ｌ
ｄ

ｉ
ｎ
ｇ
﹂
認
証
︵
プ
ラ
ン

認
証
︶
で
４
つ
星

﹁
Ｃ

Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
﹂
認
証
で
Ａ

ラ
ン
ク
﹁
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ

ウ

ル
ネ
ス
オ
フ

ス
﹂

認
証
で
Ｓ
ラ
ン
ク
と

計

４
つ
の
環
境
認
証
を
取
得

し
た


　
安
田
不
動
産
で
は

新

橋
・
虎
ノ
門
を
重
点
エ
リ

ア
の
１
つ
に
位
置
付
け
て

い
る

﹁
虎
ノ
門
安
田
ビ

ル
﹂
の
開
発
を
通
じ

環

境
負
荷
の
低
減

働
く
環

境
の
質
の
向
上

レ
ジ
リ

エ
ン
ス
の
強
化
に
取
り
組

む
と
と
も
に

エ
リ
ア
価

値
の
向
上
と
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
く
構
え
だ


　
ケ
ネ
デ

ク
ス
︵
東
京

都
千
代
田
区
︶
が
ス
ポ
ン

サ

で
あ
り

賃
貸
戸
建

て
住
宅
を
運
用
対
象
と
す

る
日
本
初
の
Ｊ
リ

ト
が

上
場
す
る

上
場
日
は


月

日

資
産
規
模
は
９

１
９
億
円


　
上
場
す
る
の
は
﹁
Ｋ
Ｄ

Ｘ
　
Ｋ
ｏ
ｌ
ｅ
ｔ
投
資
法

人
﹂

運
用
は
ケ
ネ
デ


ク
ス
不
動
産
投
資
顧
問


投
資
エ
リ
ア
は
１
都
３
県

を
中
心
に

政
令
指
定
都

市
な
ど
そ
の
他
圏
域
も
検

討
す
る


　
同
法
人
が
投
資
対
象
と

し

法
人
名
に
も
冠
す
る

﹁
Ｋ
ｏ
ｌ
ｅ
ｔ
︵
コ
レ


ト
︶
﹂
は

ケ
ネ
デ

ク

ス
が
２
０
２
１
年
８
月
に

開
始
し
た
戸
建
賃
貸
フ


ン
ド
事
業
に
よ
り
提
供
さ

れ
る
戸
建
賃
貸
の
ブ
ラ
ン

ド

日
本
の
住
宅
市
場
に

お
い
て
一
般
的
で
は
な
か


た

﹁
戸
建
て
を
借
り

る
﹂
と
い
う
新
た
な
住
ま

い
の
選
択
肢
を
先
駆
的
に

提
供
す
る
点
に
特
徴
が
あ

る

た
だ
戸
建
賃
貸
は


需
給
ギ


プ
が
大
き
い

住
宅
セ
ク
タ

で
あ
り


そ
の
持
続
的
な
拡
大
に

は

継
続
的
な
成
長
投
資

お
よ
び
安
定
的
な
資
本
供

給
が
不
可
欠

こ
の
点
に

お
い
て

常
時
資
本
市
場

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
な

Ｊ
リ

ト
市
場
へ
の
上
場

に
よ
る
認
知
度
の
向
上
お

よ
び
情
報
開
示
の
充
実

は

投
資
家
に
対
す
る
透

明
性
及
び
流
動
性
の
向
上

に
つ
な
が
り

こ
れ
に
よ

り
賃
貸
市
場
と
資
本
市
場

の
双
方
で
相
乗
的
な
成
長

効
果
が
期
待
で
き
る


　
上
場
時
の
資
産
は
す
べ

て
１
都
３
県
に
所
在
す
る

﹁
Ｋ
ｏ
ｌ
ｅ
ｔ
﹂２
２
８
１

戸
で
構
成
さ
れ
て
い
る


１
都
３
県
の
新
築
分
譲
マ

ン
シ

ン
の
平
均
価
格
が

１
億
円
を
超
え
る
な
ど
大

幅
に
上
昇
す
る
一
方

平

均
専
有
面
積
の
縮
小
も
進

む
な
か



㎡
以
上

の
広
さ
を

有
す
る
戸

建
賃
貸
へ

の
需
要
が

一
層
拡
大

し
て
い
く

と
見
て
い

る


　
同
法
人

は
ケ
ネ
デ

ク
ス
か
ら
の

サ
ポ

ト
の
も
と

ケ
ネ

デ

ク
ス
と
資
産
運
用
会

社
に
よ
る
大
手
戸
建
て
分

譲
住
宅
事
業
者
と
の
提
携

を
軸
と
し
た
多
様
な
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
を
活
用
し

外

部
成
長
を
推
進
す
る

ま

た
投
資
対
象
は

戸
建
住

宅
お
よ
び
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス

を
主
た
る
投
資
対
象
と
し

つ
つ
共
同
住
宅
を
含
む


構
造
上
主
と
し
て
居
住
の

用
に
供
さ
れ
る
不
動
産
全

般
に
も
投
資
す
る


　
な
お

運
用
会
社
は
上

場
リ

ト

私
募
リ

ト

を
運
用
し
て
お
り

物
件

情
報
の
優
先
検
討
権
は


居
住
用
施
設
の
う
ち
ヘ
ル

ス
ケ
ア
施
設
と
戸
建
て
住

宅
お
よ
び
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス

は
﹁
Ｋ
ｏ
ｌ
ｅ
ｔ
﹂
が


そ
れ
以
外
は
総
合
リ

ト

の
ケ
ネ
デ

ク
ス
不
動
産

投
資
法
人

私
募
リ

ト

が
検
討
後

第
３
順
位
と

し
て
﹁
Ｋ
ｏ
ｌ
ｅ
ｔ
﹂
に

移
る


　
ミ
サ
ワ
ホ

ム
︵
東
京

都
新
宿
区
︶
と
グ
ル

プ

の
東
北
ミ
サ
ワ
ホ

ム

︵
仙
台
市
宮
城
野
区
︶は


宮
城
県
多
賀
城
市
で
推
進

す
る
﹁
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｉ

︵
ア
ス
マ
チ
︶
多
賀
城
開

発
事
業
︵
旧
東
北
学
院
大

学
多
賀
城
キ

ン
パ
ス
跡

地
開
発
事
業
︶
﹂
の
宅
地

造
成
工
事
に
着
手
し
た


２
０
２
９
年
度
の
ま
ち
び

ら
き
を
予
定
し
て
い
る


　
事
業
は
宮
城
県
多
賀
城

市
中
央
１
丁
目
に
位
置
す

る
東
北
学
院
大
学
多
賀
城

キ

ン
パ
ス
の
跡
地
を
開

発
す
る
も
の
で

２
０
２

３
年
に
多
賀
城
市
と
ミ
サ

ワ
ホ

ム
が
締
結
し
た
包

括
連
携
協
定
に
基
づ
き


官
民
連
携
で
社
会
課
題
解

決
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
大
規
模
開
発


　
大
学
移
転
後
の
約

・

４
万
㎡
の
用
地
に
未
来
志

向
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

﹁
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｉ
﹂
を
展

開
し

戸
建
住
宅
や
分
譲

マ
ン
シ

ン
の
住
環
境
を

整
備

加
え
て

商
業


医
療
子
育
て
支
援
施
設


ス
ポ

ツ
施
設
の
整
備
を

計
画
し

健
康
増
進
や
賑

わ
い
創
出

生
活
利
便
性

の
向
上

さ
ら
に
は
地
域

の
防
災
・
減
災
機
能
を
兼

ね
備
え
た
複
合
的
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る

多

賀
城
市
が
同
跡
地
の
一
部

︵
約
１
万
４
５
０
０
㎡
︶

を
取
得
し
て
推
進
す
る

﹁
ス
ポ

ツ
ウ

ル
ネ
ス

施
設
整
備
事
業
﹂
と
も
連

携
し

行
政
施
設
と
一
体

的
に
開
発
す
る
こ
と
で

﹁
医
・
職
・
住
﹂
が
融
合

し
た

多
世
代
に
魅
力
的

な
地
域
拠
点
を
目
指
す


　
﹁
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｉ
﹂
は

ミ
サ
ワ
ホ

ム
の
ま
ち
づ

く
り
事
業
の
ブ
ラ
ン
ド

で

医
療
・
介
護
・
子
育

て
支
援
を
中
心
に
社
会
的

課
題
の
解
決

に
向
け
た
複

合
開
発
や


地
域
の
高
齢

化
に
対
応
し

た
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ

型

の
不
動
産
開

発
な
ど
未
来

を
見
据
え
た

ま
ち
づ
く
り

を
展
開
し
て

い
る


　
今
回
の
事

業
で
は
本
格

的
な
人
口
減
少
や
超
高
齢

社
会
の
到
来
を
見
据
え


従
来
の
﹁
衣
食
住
﹂
と
い

う
枠
組
み
を
超
え
た

新

た
な
街
の
価
値
を
創
出


日
常
生
活
の
な
か
で
自
然

に
健
康
の
維
持
・
増
進
を

支
援
す
る
﹁
予
防
医
療

︵
医
︶﹂若
年
層
や
子
育

て
世
代
の
流
入
を
促
し


新
た
な
雇
用
を
生
み
出
す

﹁
雇
用
・
働
き
が
い︵
職
︶﹂

多
世
代
が
安
全
・
安
心
な

環
境
の
も
と
で
つ
な
が

り

交
流
で
き
る
コ
ミ


ニ
テ

基
盤
と
な
る
﹁
安

心
の
住
環
境
︵
住
︶
﹂
を

融
合
さ
せ
た

未
来
志
向

の
生
活
拠
点
を
形
成
す
る

と
い
う


　
ま
た
街
区
全
体
で
は


無
電
柱
化

非
常
用
エ
ネ

ル
ギ

の
確
保

備
蓄
対

策
の
強
化
を
推
進

非
常

時
に
も
機
能
す
る
地
域
の

防
災
・
減
災
拠
点
の
整
備

を
通
じ
て

街
の
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
を
高
め
る
こ
と

で

持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
実
現
し
て
い
く
と

い
う


　
ミ
サ
ワ
ホ

ム
グ
ル


プ
で
は

人
と
人

人
と

街
が
つ
な
が
り

心
身
と

も
に
健
や
か
で
ウ

ル
ビ


イ
ン
グ
な
暮
ら
し
を
育

む
市
の
拠
点
と
﹁
Ａ
Ｓ
Ｍ

Ａ
Ｃ
Ｉ
﹂
が
相
乗
効
果
を

発
揮
す
る
こ
と
で

官
民

連
携
に
よ
る
利
便
性
の
高

い
地
域
環
境
を
創
出
す
る

と
し
て
い
る

　


